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スポーツバイオメカニクス特論 杉本　光公

Sports Biomechanics 　

2 通年(集中) 集中･不定期

講義

該当
(1)授業の達成目標/Course objectives

ディプロマポリシー・授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ （授業の達成目標）
2026HB3年制ｶﾘ, 2025HB3年制ｶﾘ, 2024HB3年制ｶﾘ, 2023HB3年制ｶﾘ

【専攻】医学と理工学の融合領域における課題の本質を見抜き スポーツバイオメカニクスの研究を自主的に進められるように
解決方法を見出す洞察力 なる。

⇔

【専攻】医学系や理工学系の専門分野近傍の課題に対して新た スポーツバイオメカニクスの研究を自主的に進められるように
な知見・技術を生み出す応用力 なる。

⇔

(2)詳細
/Detailed 
information

・バイオメカニクスの基礎を学ぶ
・運動の解析方法を修得する
・運動の改善のための教示方法をバイオメカニクス的に考察する

(3)授業の概要
/Overview of 
course

　力学､生理学､解剖学などの基礎知識を活用して､身体運動の仕組みをよりよく理解するための応用学で
ある。
　研究方法として、(1)Kinematics(動作学):動き､フォーム重点をおく､(2)Kinetics(運動力学):力､エネ
ルギーの重点をおくの2つのアプローチ方法がある。特に映像解析、加速度計、フォースプレイト、ゴニ
オメター(関節角度計)、筋電図等の手法を利用して研究を紹介しながら、バイオメカニクスの現状と今
後の課題について理解を深めることを目標とする。

(4)授業計画
/Course plan

全て、オンラインで実施する

第１回：バイオメカニクスとは
第２回：力の合成と分解
第３回：生体におけるテコ
第４回：重心の求め方
第５回：重心の速度,加速度
第６回：床反力と重心加速度
第７回：床反力作用点とは何か？
第８回：関節モーメントと筋活動
第９回：関節モーメントのパワー
第10回：ジャンプ動作
第11回：立ち上がりのバイオメカニクス
第12回：歩きはじめのバイオメカニクス
第13回：歩行のバイオメカニクス１（重心と床反力）
第14回：歩行のバイオメカニクス２（重心の動きをなめらかにする）
第15回：歩行のバイオメカニクス３（歩行の観察）
定期試験

(5)成績評価の方
法
/Grading/evaluati
on method

　授業時間内の小テスト（40%），中間レポート（20%），最終レポート（30%），及び授業への取り組み
（10%）の合計点により評価する。

(6)成績評価の基
準
/Grading/evaluati
on criteria

バイオメカニクスの基礎的な考え方が理解できていれば、可。
バイオメカニクスの応用を含めて理解できていれば、良。
自分の研究課題などをバイオメカニクス的に説明できれば、優。
自分の研究課題などをバイオメカニクス的に仮説を立て、検証できれば、秀。
とする。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容/Notes

特に無。

(8)質問,相談への
対応/Questions 
and requests 
for advice

e-mail
sugi_26@shinshu-u.ac.jp

(9)授業の形式
/Course format

全て、オンラインで実施する

【教科書
/Textbook(s)】

指定しない。

【参考書
/Reference 
work(s)】

指定しない。


